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２　基本施策指標

指
標
１

サービス業就業者数

国勢調査等によるサービス業就業者数

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

850人

858人(H17) （未調査） 611人 （未調査） ５９９人

１　施策の概要

基本方針 住民生活にとって欠くことのできない商店街の活性化のため、連携・協働による支援を進める。

現状と課題

 【現状】（平成２１年度末）  【現状】（平成２3年度末）

人口減少と高齢化が進む中で、商店街活性化のために
商業活性化推進事業の充実を図り地元の購買力高める
ため、関係機関と連携しながら進めている。

人口減少と高齢化が進む中で、商店街活性化のため、
関係機関と連携しながら進めている。又、平成２３年
度から商店街での買い物に不便さを強いられている高
齢者への御用聞き、宅配事業を商工会が実施してい
る。

 【課題】（平成２１年度末）  【課題】（平成２3年度末）

人口減少と高齢化に伴う買い物難民対策や、より一層
の地元購買力を高める施策が必要である。

商店街の活性化を図るため、より一層の施策が必要で
あり、又、移動販売推進事業については、買い物に不
便さを強いられている高齢者へ更に利便性を提供する
事が必要である。

第５期雄武町総合計画前期基本計画　施策評価調書（兼政策評価基礎調書）

政策目標 はつらつ・雄武 整理番号 13

基本施策 商工業の振興 評　価
責任者

産業振興課長　石井　弘道

単位施策 住民を支える商店街づくりへの支援
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計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

指
標
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計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

指
標
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計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

指
標
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計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

指
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計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

指
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年間商品販売額

商業統計調査による年間商品販売額

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

140億円

121億円 （未調査） （未調査） （未調査） （未公表）

目標値

実績値
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評価結果

① Ａ

４　施策の個別評価【Ａ : 評価が高い　Ｂ : やや高い　Ｃ : やや低い　Ｄ : 低い】

評価の視点 理　由　、　説　明　等

妥　当　性
経済の低迷化が長引く中、地元購買力等を高めるための施策は、住民を支える立場として
妥当と判断する。

移動販売推進事業 商工観光係 650 Ｃ 継続／拡充 Ａ

大通り商店街協同組合運営費補助事業 商工観光係 320 Ａ 継続／現状維持 Ａ

地域交流センター管理・清掃業務委託事業 商工観光係 5,717 Ａ 継続／現状維持 Ａ

ふるさと夏まつり盆踊り大会補助事業 商工観光係 500 Ａ 継続／現状維持 Ａ

３　単位施策を構成する事務事業の評価結果等

【貢献度の区分　Ａ : 高い　Ｂ : やや高い　Ｃ : やや低い　Ｄ : 低い　Ｅ : なし】

№ 事　　務　　事　　業　　名 担当係名
23年度
決算額

（千円）
総合評価

今後の
展開方向

単位施策へ
の貢献度

① Ａ

② Ａ

③ Ａ

④ Ａ

⑤ Ｂ

　Ａ : 政策目標の達成に効果的であり、現在の施策を継続することが必要　等

　Ｂ : 政策目標の達成に効果的であるが、具体的な課題の解決に向けて一部取組を改善するなど、施策を充実することが必要

　Ｃ : 政策目標がほぼ達成されていることから、施策が一定の役割を終えつつあり、終期を見据えて縮減することが必要　等

　Ｄ : (1)政策目標の達成に効果的であるが、事業構成が十分ではなく、新たな事業構築など取組を全体的に見直すことが必要

　　　(2)政策目標の達成に向けた効果が認められないことから、施策の廃止も含めて抜本的に見直しすることが必要　等

住民が安心して生活する上で、商店街の活
性化は必要不可欠であり、今後においても
継続していく必要がある。

同左

商店街の活性化は、地域住民が安心して生
活ができる環境である事から、今後におい
ても必要不可欠な施策である。

同左

継続／現状維持 継続／現状維持

５　総合評価【Ａ～Ｄ】

自己評価（一次評価） 評価会議評価（二次評価） 町長評価（三次評価）

Ａ Ａ

効　率　性
各事業においては、企画立案・自助努力もしながら実施しており、住民ニーズもとらえた
中で施策展開しており、効率性があると判断する。

公　平　性 広く町民を対象とした事業展開を行っており、公平性が保たれている。

町民意見の反映 町民の意見を聞く場は設けていないが、関係団体との協議等により反映している。

妥　当　性
妥当と判断する。

有　効　性 各施策毎に工夫された活動がなされており、事業効果は有効であると判断する。

今後の方向性

＊今後の方向性の区分
　　○継続／現状維持又は拡充又は縮小又は統合又は内容の見直し・変更　　○終了　　○休止　　○廃止　

継続していく必要がある。


